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Abstract 

In Kochi Prefecture, the field surveys for subterranean worm gobies, the Luciogobius pallidus 

Regan, 1940 complex and L. cf. albus Regan, 1940, continued from Okamura et al. (2024) were 

newly recorded based on specimens from 17 and 6 river systems, respectively. As a result, the 

former and latter have been known from 39 (excluding one well record) and 10 river systems in 

the area, respectively. Further, the specimens of the former complex collected from Kochi 

Prefecture are subdivided into two types, L. pallidus FW (L. pallidus Regan, 1940 Freshwater 

type) and L. pallidus BW (L. pallidus Regan, 1940 Brackish-water type), which are separable by 

some morphological characters such as skulls, external ones in live and fresh condition, and 

molecular data (COI region of mtDNA). Although these groups were first named by Okumura et 

al. (2021), their morphological diagnoses were not enough to separate them. After, Okamura et al. 

(2024) indicated some differences in external features on the head (i.e., dorsal contour, coloration, 

and pigmentation) between some live individuals and fresh specimens (they used L. sp. FW and L. 

sp. BW as the same taxa in this study), but did not find apparent differences between their 

preserved specimens, which had almost lost the diagnosis. However, it is most likely that the two 

types are separated by cranial morphology (e.g., elongation of the frontals and parasphenoids in 

adults of L. pallidus FW), suggesting distinct ontogenies and life histories associated with the 

different habit environments of each type. On the other hand, 14 specimens of L. cf. albus have 

been collected from Kochi Prefecture, possibly including two nominal species, L. albus and L. 

fonticola Kanagawa, Itai and Senou, 2011, as identified by a few morphological differences. 

However, their molecular analysis of the COI region of mtDNA revealed that they formed a single 

clade with no genetic differences. 

 

Key words: Gobiidae; Luciogobius pallidus; Luciogobius albus; osteology; mitochondrial DNA; 

breeding season; Kochi Prefecture 

 

緒言 

ミミズハゼ属 Luciogobius Gill, 1859 は、体が

無鱗の細長い蚯蚓状で、河川や沿岸域の砂礫間

隙に生息するハゼ科魚類であり、24 有効種と多

くの未記載種から構成される（渋川ら 2019; 

Ikeda et al. 2019; Koreeda and Motomura 2022; 

Koreeda et al. 2023; Chen and Liao 2024; Chen et al. 

2024a, b; Chang et al. 2025）。著者らは特に、高

知県が指定希少野生動植物としたイドミミズ

ハゼ Luciogobius pallidus Regan, 1940とその類似

種についての調査・研究を進めてきた（遠藤

2018; 高橋 2018; 岡村ら 2024）。そして、イド
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ミミズハゼが高知県内の 20 以上の水系に生息

すること、それらには形態的・遺伝的に異なる

2 型が含まれることを明らかにした（岡村ら

2024）。また、高知県では半世紀近く報告が途

絶えていたドウクツミミズハゼ L. albus Regan, 

1940 および同種との有効な識別形質がないユ

ウスイミミズハゼ L. fonticola Kanagawa, Itai and 

Senou, 2011 に形態的特徴が類似する標本（以下、

ドウクツミミズハゼ近似種 L. cf. albus Regan, 

1940）も複数の水系から得た（岡村ら 2024）。 

本研究では、新たに高知県下 17 水系からイ

ドミミズハゼ、および 6 水系からドウクツミミ

ズハゼ近似種を採集し（後述）、それらの形態

的特徴を詳述した。また、イドミミズハゼには

形態的・遺伝的に異なる 2 型（淡水型、汽水型）

が認められるが先行研究で示された特徴から

は識別困難な場合があるため（後述）、新たな

方法を模索した。そして、ドウクツミミズハゼ

とユウスイミミズハゼの 2名義種は識別できな

いとされたことを踏まえ（岡村ら 2024）、高知

県産ドウクツミミズハゼ近似種の遺伝的多様

性を解明するため分子系統解析を行った。本報

では当該情報の詳細を早急に公開し、生物多様

性の確保に係る総合的かつ計画的な保護対策

を推進するための基礎的資料とすることを目

的とした。 

 

材料および方法 

採集調査 

採集は干潮時にシャベルを用い砂礫を掘り

起こして行い、希少種保護や景観および生態系

保全の観点から、その対象は好適環境と推測さ

れる範囲のごく一部にとどめ、改変した地形は

原状回復に努めた。また、イドミミズハゼは高

知県指定希少野生動植物であるため、採捕にあ

たっては高知県希少野生動植物保護条例に基

づく届出を行い、高知県知事に受理された。 

 

標本の作製と観察 

標本は生鮮時の写真を撮影し、10 %ホルマリ

ン溶液で1週間程度固定した後、70 %エチルア

ルコール溶液に置換して保存した。一部の標本

は、Potthoff（1984）に準拠して透明二重染色を

施した。標本の計数・計測方法は明仁親王ら

（1984）と渋川ら（2019）にしたがった。本稿

中の特記のない尺度はすべて標準体長を指し、

SLとは標準体長の略記である。計測はデジタル

ノギスを用いて0.01 mm単位まで行い、小数第2

位を四捨五入した。透明二重染色標本以外の内

部骨格の計数には、軟X線画像を用いた。特殊

な色名は財団法人日本色彩研究所（2007）を参

照した。神経頭蓋を構成する骨格の名称は、木

村（2010）と渋川ら（2020）にしたがったが、

次の4形質の2点間の名称は新たに定義した。

NeL（Neurocranium length）：鋤骨先端（左体側

の最前端）から外後頭骨後端までの距離；VAS

（Distance between vomer and sphenotic）：鋤骨

先端から蝶耳骨先端までの距離；SAE（Distance 

between sphenotic and exoccipital）：蝶耳骨先端

か ら 外 後 頭 骨 後 端 ま で の 距 離 ； NWS

（Neurocranium width at the tips of left and right 

sphenotics）：左右の蝶耳骨先端の幅。本研究に

用いた標本はすべて高知大学理工学部海洋生

物学研究室（BSKU）所蔵である。 

 

遺伝子解析 

遺伝子解析は、ミトコンドリア DNA（mtDNA）

の COI 領域の部分塩基配列 538 bp を対象にし

た。DNA の抽出、PCRの条件、および塩基配列

の決定方法は岡村ら（2024）と同様である。本

研究で決定した塩基配列はすべて日本 DNA デ

ータバンク（DDBJ）に登録した（アクセッショ

ン番号：LC859547–LC859574）。系統樹構築の

ための外群としては、DDBJ に登録されていた

同属のナガミミズハゼ L. elongatus Regan, 1905

（JX679039）とヤリミミズハゼ L. platycephalus 

Shiogaki and Dotsu, 1976（JX679040）を加えて目

視でアライメントを行った。系統樹は Kimura 2-

parameter modelを距離尺度として近隣結合法で

構築し、各枝の支持率を示すため、同じアルゴ

リズムを用いて 1000 回のブートストラップ値

を算出した。 
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Fig. 1. River systems with distribution records of Luciogobius pallidus in Kochi Prefecture, Japan (red: based 

on specimens or literature; blue: personal communications). 1: None-gawa; 2: Sakihama-gawa; 3: Higashino-

kawa; 4: Nishino-kawa; 5: Hane-gawa; 6: Nahari-gawa; 7: Yasuda-gawa; 8: Ioki-gawa; 9: Aki-gawa; 10: 

Akano-gawa; 11: Koso-gawa; 12: Monobe-gawa; 13: Kagami-gawa; 14: Shinkawa-gawa; 15: Niyodo-gawa; 

16: Sakamotodani-gawa; 17: Haigata-gawa; 18: Izumi-gawa; 19: Higashitachime-gawa; 20: Nishitachime-

gawa; 21: Surugi-gawa; 22: Okuura-gawa; 23: Nakanotani-gawa; 24: Sugetani-gawa; 25: Kamiyashikidani-

gawa; 26: Fukuradani-gawa; 27: Nyuto-gawa; 28: Minato-gawa; 29: Sakura-gawa; 30: Mitarai-gawa; 31: 

Shinjo-gawa; 32: Kure-gawa; 33: Osakadani-gawa; 34: Kaminokae-gawa; 35: Arii-gawa; 36: Mina-gawa; 37: 

Shimanto(Watari)-gawa; 38: Shimonokae-gawa; 39: Kumomo-gawa; 40: Iburi-gawa; 41: Misaki-gawa; 42: 

Soro-gawa; 43: Kainokawa-gawa; 44: Tomariura-gawa; 45: Iyono-gawa; 46: Matsuda-gawa. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果および考察 

分布・生息状況（Figs. 1, 2） 

イドミミズハゼ Luciogobius pallidus Regan, 1940  

日本（新潟県および茨城県から鹿児島県）と韓

国（済州島）から知られる（Kim 2012; 明仁ら

2013; 渋川ら 2019; 是枝ら 2020; 山下ら 2021; 小

熊ら 2025）。高知県内では、L. pallidus のタイプ

産地の一つである旧三崎村（土佐清水市）の井戸

と（Tomiyama 1936; Regan 1940）、野根川、赤野

川、物部川、香宗川、鏡川、仁淀川、灰方川、出

見川、東立目川、西立目川、摺木川、奥浦川、中

ノ谷川、菅谷川、上屋敷谷川、新荘川、久礼川、

大坂谷川、上ノ加江川、蜷川、渡川（四万十川）、

宗呂川の 22 水系から確認されていた（岡村 2002; 

岡村ら 2024）。本研究では新たに、佐喜浜川、東 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノ川、西ノ川、羽根川、安田川、伊尾木川、安芸

川、入戸川、桜川、有井川、下ノ加江川、久百々

川、三崎川、貝ノ川川、泊浦川、伊与野川、松田

川の 17 水系から発見された。このうち三崎川は、

Tomiyama（1936）以降記録がなかった旧三崎村内

に位置する。このほか、証拠標本が散逸ないし確

保されていないが、南国市浜改田の井戸と、奈半

利川（安芸郡奈半利町乙）、新川川（高知市長浜）、

坂本谷川（須崎市浦ノ内灰方）、福良谷川（須崎

市浦ノ内福良）、湊川（須崎市大谷）、御手洗川（須

崎市多ノ郷甲）、以布利川（土佐清水市以布利）

の 7 水系においても観察されたという情報があ

る（著者ら 未発表）。これらを合算すると、46

水系（Fig. 1）および井戸 2 ヶ所となる。 
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Fig. 2. River systems with distribution records of Luciogobius cf. albus in Kochi Prefecture, Japan (based on 

specimens). 1: None-gawa; 2: Sakihama-gawa; 3: Nishino-kawa; 4: Ioki-gawa; 5: Aki-gawa; 6: Akano-gawa; 

7: Niyodo-gawa; 8: Shinjo-gawa; 9: Shimanto (Watari)-gawa; 10: Misaki-gawa. 

 
Fig. 3. Drawings of head of Luciogobius pallidus (A, B: 

lateral view; C, D: dorsal view, adding each pigmentation 

pattern) A, C: L. pallidus FW, BSKU 136443; B, D: L. 

pallidus BW, BSKU 138744. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドウクツミミズハゼ近似種 Luciogobius cf. albus  

ドウクツミミズハゼとしては島根県（大根島）

と長崎県（福江島）の洞窟周辺、および高知県（新

荘川）から、ユウスイミミズハゼとしては静岡県

（大井川、安部川）、三重県（銚子川）、和歌山

県（古座川）から、ドウクツミミズハゼないしユ

ウスイミミズハゼとしては、徳島県（海部川）、

高知県（赤野川、仁淀川、四万十川）の都合 11 産

地から記録があった（明仁ら 2013; 平嶋ら 2018, 

2019; 渋川ら 2019; 井藤ら 2020a; 岡村ら 2024）。

本研究により、高知県では新たに野根川、佐喜浜

川、西ノ川、伊尾木川、安芸川、三崎川において

生息が確認され、計 10 産地となった（Fig. 2）。

すなわち、ドウクツミミズハゼ近似種の既知の産

地は過半が高知県となる。 

 

形態的特徴（Figs. 3–7, 10, 12, 15A, B, D, E） 

イドミミズハゼ 

本標本は、背鰭総鰭条数が10–12、臀鰭総鰭条

数が10–13、腹椎骨数が18–19、総脊椎骨数が34– 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37、臀鰭基部前端での体高の体長比が5.6–9.6 %、

下顎が上顎より前に突出するなどの特徴が、渋川

ら（2019）が示したイドミミズハゼL. pallidusの標

徴と概ね一致した。臀鰭基部前端での体高の体長

比は渋川ら（2019）が示したイドミミズハゼの変

異幅（6.2–9.1 %）をやや逸脱したが、岡村ら（2024）

の標本は4.0–10.3 %であること、他の形質は範囲

内であったことから、これらを種内変異に含めた。 



5 

 

Aquatic Animals 2026 | March 7 | Okamura et al. AA2026-17 

 

 

Fig. 4. Neurocranium of Luciogobius pallidus FW 

(BSKU 137787, 41.6 mm SL) cleared and stained, 

showing dorsal (top), lateral (middle), and ventral 

(bottom) views. BSO: basioccipital; EPO: epiotic; ETH: 

ethmoid; EXO: exoccipital; FRE: frontal; ITC: 

intercalar; PAS: parasphenoid; PET: paraethmoid; PRT: 

prootic; PTR: pterotic; SPH: sphenotic; SPO: 

supraoccipital; VMR: vomer. Photo by R. Yamagami. 

 

Fig. 5. Neurocranium of Luciogobius pallidus BW 

(BSKU 137789, 49.1 mm SL) cleared and stained, 

showing dorsal (top), lateral (middle), and ventral 

(bottom) views. Photo by R. Yamagami. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イドミミズハゼにはかねてより、複数種の混在

が示唆されてきた［たとえば、吉田ら2006（イド

ミミズハゼ類のイドミミズハゼO型）; 渋川ら

2019; 金川ら2019a（イドミミズハゼ類の1種）; 井

藤ら2020b（morphotype 1とmorphotype 2）; 奥村

ら2021（淡水型と汽水型）; 岡村ら2024; 井藤ら

2024; 武藤2025（河川型と汽水型）; Ito et al. 2025］。

これを明示するため、あるいは後述のネムリミミ

ズハゼL. dormitoris Shiogaki and Dotsu, 1976との関

係性から、イドミミズハゼ類の語を用いた研究も

ある（たとえば、吉田ら2006; 藤井・浅山2012; 金

川ら2019a）。 

中でも頃年、イドミミズハゼ淡水型および汽水

型という呼称が頻用される（たとえば、奥村ら

2021; 山下ら2021; 平嶋2021; 是枝ら2023; 岡村

ら2024; 平嶋2024; 井藤ら2024; 土田ら2024）。初

出の奥村ら（2021）は、徳島県南部の淡水中から

採集したイドミミズハゼを淡水型、汽水中から採

集したイドミミズハゼを汽水型と称し、それら2

型の調査標本（26個体）には総脊椎骨数で差異が

認められ［淡水型：34–35（最頻値35）対 汽水型：

36–37（36）］、背鰭総鰭条数［10–11（10）対 11–

12（12）］、臀鰭総鰭条数［10–12（10）対 11–12

（12）］、胸鰭条数［11–13（12）対 13–14（14）］、

背鰭前長の体長比［68.7–73.5 % 対 65.6–68.9 %］

にも異なる傾向があるとした。 

岡村ら（2024）は、高知県、徳島県、および愛

媛県産のイドミミズハゼ標本（107個体）を観察

した結果、おもに淡水域から得られた標本群では

眼窩の周辺が深く陥没し、眼窩後方の左右の隆起

が白みを帯び、周囲の頭部背面と比較して色素胞

が顕著に少ない部分があるのに対し、おもに汽水

域から得られた標本群では眼窩の周辺が浅く陥

没するか陥没せず、眼窩後方の左右の隆起の色彩

や色素胞の分布は周囲の頭部背面と同等である

とした。また、mtDNAの解析結果からも両者に明

瞭な分化を認めた（岡村ら2024）。そして、それ

ぞれ総脊椎骨数［おもに淡水域から得られた標本

群：34–36（35）対 おもに汽水域から得られた標

本群：34–37（36）］、背鰭総鰭条数［10–12（11）

対 11–13（12）］、臀鰭総鰭条数［10–12（11）対  
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Fig. 6. Neurocranium of Luciogobius pallidus FW (A: 

BSKU 137787, 41.6 mm SL; B: BSKU 137788, 33.0 

mm SL; C: BSKU 136849, 29.7 mm SL; D: BSKU 

137460, 23.5 mm SL) and Luciogobius pallidus BW (E: 

BSKU 136948, 44.9 mm SL; F: BSKU 135969, 24.3 

mm SL) cleared and stained. Photo by R. Yamagami. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11–13（12）］、胸鰭条数［11–14（12）対 12–15（14）］、

背鰭前長［65.9–75.2 %（平均値69.5 % ± 標準偏差

2.4 %）対 61.1–72.0 %（67.4 % ± 2.0 %）］であっ

た（岡村ら2024）。これらの計数計測値はすべて

重複するが、総脊椎骨数、背鰭総鰭条数、臀鰭総

鰭条数、および胸鰭軟条数はいずれも前者の最頻

値がやや小さく、奥村ら（2021）が示した淡水型

と汽水型の差異と似た傾向がみられたこと、眼窩

周辺の陥没程度や眼窩後方の左右の隆起の色彩

や色素胞の分布について奥村ら（2021）の標本写

真にも同様の特徴が認められたこと、そして得ら

れた環境が一致するなどの点から、岡村ら（2024）

は混乱を避けるため、奥村ら（2021）の淡水型お

よび汽水型と同一と見做すとした。 

井藤ら（2024）は、岡村ら（2024）が示したイ

ドミミズハゼ淡水型の形態的特徴2点のうち、眼

窩の周辺が深く陥没するという点について、生鮮

時の標本（井藤ら2024: fig. 1A）には陥没が認め

られたものの、数年間アルコール保存した標本

（井藤ら2024: fig. 1B）では認められなかったこ

と、岡村ら（2024）が観察した標本は固定後間も

ないことから、当該形質は生鮮時には有効である

ものの、保存状態や保存期間によっては適用でき

ない場合があると述べた。また、眼窩後方の左右

の隆起が白みを帯び、周囲の頭部背面と比較して

色素胞が顕著に少ない部分があるという点に対

しては、個体によっては色素胞が少ない部分があ

るように見えるが（井藤ら2024: fig. 3A, C）、当該

部分に散在する茶色の色素の密度が個体によっ

て異なることから客観的な判断が困難であった

とした。ただし、生鮮時の井藤ら（2024: figs. 1A, 

4）では当該部位が顕著に白く色素胞も少ないよ

うに見受けられる。また、井藤ら（2024）は島根

県産イドミミズハゼ標本について、総脊椎骨数が

34–35、臀鰭総鰭条数が10–12、胸鰭軟条数が12–

13、潮汐の影響を受けない河川下流域から採集さ

れたことが、奥村ら（2021）が示した特徴と概ね

一致したことから、イドミミズハゼ淡水型L. 

pallidus Freshwater type sensu Okumura et al. (2021)

とした。 

しかしながら、奥村ら（2021）が示した淡水型

と汽水型の形態的差異のうち、唯一明瞭に異な

るとされたのは総脊椎骨数（淡水型：34–35 対 

汽水型：36–37）であるが、井藤ら（2024）が引

用した山下ら（2021）と岡村ら（2024）の標本に

は、総脊椎骨数 36 の淡水型や 34–35 の汽水型が

含まれる。山下ら（2021）ないし岡村ら（2024）

が汽水型に似るとした井藤ら（ 2020b）の

morphotype 1 は 35–38、吉田ら（2006）のイドミ

ミズハゼ O 型は道津（2014）によれば 35–37 で

ある。また、臀鰭総鰭条数と胸鰭軟条数について

は、奥村ら（2021）では背鰭総鰭条数や背鰭前長

の体長比とともに異なる傾向があるが一部数値

が重複するとされており、前述のごとく岡村ら

（2024）においてもこれらの計数計測値はすべ

て重複している。さらに、岡村ら（2024）と土田

ら（2024）がイドミミズハゼ淡水型や汽水型とし

た標本の一部は、単純に奥村ら（2021）が示した

数値によればそれぞれ正反対の範囲に収まる。

そして、淡水型や汽水型とされた各研究の計数

計測値を合算すると、総脊椎骨数（淡水型：34–

36 対 汽水型：34–38）、背鰭総鰭条数（10–12 対 

11–13）、臀鰭総鰭条数（10–12 対 11–13）、胸鰭

条数（11–14 対 12–15）、背鰭前長の体長比（65.9–

75.2 % 対 61.1–72.0 %）となる（奥村ら 2021; 山

下ら 2021; 平嶋 2021; 是枝ら 2023; 岡村ら 2024; 
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井藤ら 2024; 土田ら 2024）。加えて、平嶋（2024）

は同研究で扱った標本は体長に対する各部位の

割合の特徴から奥村ら（2021）の汽水型もしくは

井藤ら（2020b）の morphotype 1 またはそれに近

いと考えられるが、これらの区分の形態的特徴

は連続的で他のタイプと明確に区分できていな

いとした。小熊ら（2025）は茨城県那珂川産イド

ミミズハゼ種群の仔魚について、計数形質値が

両型と重複し、採集場所も低塩分の感潮域であ

ったため、いずれの型に該当するかについては

判断できなかったとした。以上を総括すると、イ

ドミミズハゼに採集場所の塩分によって形態的

特徴ならびに遺伝的特徴が異なる二型が存在す

ることは客観的事実と捉えられるが、これまで

の研究により指摘されてきた形態的特徴は、標

本数を増やすか保存状態による標本の変化を加

味すれば識別形質とはなりえない。直近の研究

である Ito et al.（2025）においても、新たな識別

形質は発見されていない。また、奥村ら（2021）

と岡村ら（2024）が示した採集場所の塩分といっ

た生息環境は客観的検証が困難であり、イドミ

ミズハゼ淡水型および汽水型の包括的定義は存

在していないといえる。なお、岡村ら（2024）に

はL. sp. FWおよびL. sp. BWとの記述があるが、

先に渋川ら（2019）が示したイドミミズハゼ L. 

pallidus と一致したとある以上、不明種とする表

記には誤謬があり、本研究では踏襲しない。 

以上のことから、本研究では採集調査にあた

って、イドミミズハゼを以下の特徴から総合的

に判断して 2 型に分類し、それは後述の遺伝的

特徴からも支持された。すなわち、頭部背面の輪

郭（淡水型：体軸方向にやや細長い角丸四角形で、

頭幅が最大となるのは眼と胸鰭基底の中間のや

や後方 対 汽水型：体軸方向に長い卵形で、頭幅

が最大となるのは眼と胸鰭基底の中間付近）、眼

窩の周辺（深く陥没し、その後方は左右がやや隆

起して頂部は平坦 対 浅く陥没し、その後方は

左右が隆起して頂部は膨れる）、体と頭部の地色

（比較的淡色 対 比較的濃色）、眼窩後方の左右

の隆起の色彩（白みを帯びる部分がある 対 白

みを帯びる部分がない）（Figs. 3, 10, 12, 15A, B, 

D, E）。これらの特徴は、岡村ら（2024）が既に

述べたところである。ただし、形態的特徴につい

ては、本属魚類はホルマリン固定によって膨脹

するとされることから（渋川ら 2019; 山下ら

2021）、前述の井藤ら（2024）による指摘のよう

に固定標本では普遍的に有効でないと考えられ

る。色彩の差異についても、BSKU 136443 のご

とき体側面からの観察では前述の差異を捉えづ

らい個体があること（Fig. 10E）、本種は内部の神

経系や骨格が透けているため撮影時の照明や背

景色に左右されて体色の変化が不明瞭になるこ

と、固定後は当然脱色することといった困難が

ある。また、本属魚類の未成魚は各種の特徴が発

現していない場合があるとされ（渋川ら 2019; 

山下ら 2021）、本研究においても約 30 mm 以下

の未成魚には上述の特徴のみでは識別が困難な

場合があったため、後述の分子系統解析の結果

も加味して判断した。両者の識別については後

述のネムリミミズハゼとの関係性の問題も孕ん

でおり、さらなる検討が望まれることは議論を

待たない。 

本研究では、イドミミズハゼ淡水型および汽

水型標本の一部を透明二重染色標本として内部

骨格の形態を比較し、神経頭蓋に形態的差異を

見出した。両者の間では、神経頭蓋前半部（眼窩

域の前頭骨と副蝶形骨）、側篩骨、および耳石の

形態に差異がある。すなわち、淡水型では神経頭

蓋の成長にともない、前半部（眼窩域）の前頭骨

と副蝶形骨がよく伸長し棒状となり、その幅が

狭くなり、相対的に蝶耳骨の位置が後退する。一

方、汽水型では神経頭蓋前半部はほぼ伸長せず、

前頭骨の幅はやや広く、顕著な蝶耳骨の位置の

後退が見られない（Figs. 4–7）。この神経頭蓋の

眼窩域の形態的差異は、固定標本であっても背

面からの軟 X 線撮影、もしくは両眼間隔域をピ

ンセットで押さえることで確認できる。したが

って、イドミミズハゼの淡水型と汽水型では、神

経頭蓋の諸骨に関して個体発生様式が異なるこ

とが示唆される。もっとも、これらの観察した標

本数は僅少であるため、当該差異の識別形質と

しての妥当性については、より多くの標本から 
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Fig. 7. Relationships of (A) neurocranium length (as % 

of SL) to SL, (B) VAS length, (C) SAE length, (D) NWS 

length (as % of NeL) to NeL in cleared and stained 

specimens of Luciogobius pallidus. Blue circle: L. 

pallidus FW; orange circle indicates L. pallidus BW. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

骨学的知見を集積し、慎重に検討する必要があ

る。 

 

ドウクツミミズハゼ近似種 

本標本は、背鰭総鰭条数が 9–10、臀鰭総鰭条

数が 9–10、腹椎骨数が 14–16、尾椎骨数が 15–

16、総脊椎骨数が 30–31、頭長の体長比が 24.1–

29.4 %、上顎長の体長比が 8.6–11.3 %、尾柄高の

体長比が 6.2–8.5 %などの特徴が、Kanagawa et al.

（2011）と渋川ら（2019）が示したドウクツミミ

ズハゼ L. albusとユウスイミミズハゼ L. fonticola

の標徴と概ね一致した。両種の明瞭な形態的差

異は知られていないため（渋川ら 2019; 井藤ら

2020a; 岡村ら 2024）、岡村ら（2024）では、こ

れらをドウクツミミズハゼ類 L. albus complex と

した。しかし、この表記では渋川ら（2019）のイ

ドミミズハゼ種群 L. pallidus complex内にドウク

ツミミズハゼ類 L. albus complexを設けることに

なり紛らわしいことと、後述の mtDNA の解析結

果も合わせ、本研究ではドウクツミミズハゼ近

似種 Luciogobius cf. albus とする。なお、BSKU 

136437 は脊椎骨数が 14+16=30 であるが、頭長

の体長比が 28.5 %、上顎長の体長比が 10.1 %、

尾柄高の体長比が 8.5 %で、他の計測値も既知の

変異幅の範囲内であったため、種内変異に含め

た。 

 

生態的特徴（Figs. 8, 10B, D, E） 

生息環境 

イドミミズハゼの淡水型と汽水型は、採集場所

の塩分に因んだ呼称であり（奥村ら2021）、少な

くとも多くの場合、淡水型は淡水域に、汽水型は

汽水域に出現するとされた（奥村ら2021; 岡村ら

2024; 井藤ら2024）。本研究でも、一部の河川では

イドミミズハゼの淡水型と汽水型、さらにはドウ

クツミミズハゼ近似種が全く同じ地点から採集

されたが（Fig. 15D–F）、塩分などの条件による

棲み分けは完全ではないにしろ、個体数が均衡す

る地点はなかった。 

イドミミズハゼやユウスイミミズハゼの出現

には間隙の多い砂礫環境や伏流水の影響が重要 
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Fig. 8. Rivers inhabited by Luciogobius pallidus and L. 

cf. albus in Kochi Prefecture, Japan. A: Nishino-kawa 

river; B: Yasuda-gawa river; C: Aki-gawa river; D: 

Nyuto-gawa river; E: Mina-gawa river; F: Tomariura-

gawa river. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だとされるが（平嶋・高橋2008; 乾ら2015; 平嶋

ら2018; 山下ら2021; 是枝ら2020; 穴山・成岡

2020; 太田・亀山2023; 岡村ら2024）、イドミミ

ズハゼ汽水型は比較的締まった砂礫中や淡水の

影響が乏しい環境下からも採集例がある（山下ら

2021; 是枝ら2023; 岡村ら2024）。本研究におい

ても、イドミミズハゼ淡水型やドウクツミミズハ

ゼ近似種は伏流水が豊富な河川の水通しのよい

砂礫中にのみ観察されたのに対し（たとえば、西

ノ川：Fig. 8A）、イドミミズハゼ汽水型は流量が

乏しい小河川の砂泥で目詰まりした礫中といっ

た比較的潜入が困難な環境からも確認された（た

とえば、入戸川：Fig. 8D）。したがって、イドミ

ミズハゼ汽水型は地下水環境への依存度がイド

ミミズハゼ淡水型やドウクツミミズハゼ近似種

ほど高くはないことが窺える。ドウクツミミズハ

ゼ近似種は、砂泥が少ない急流河川では、海から

僅か十数mの最下流においても確認され、ほぼ同

じ地点からナガミミズハゼ種群未同定種1 L. sp. 

15 sensu Shibukawa et al. (2019)が得られた例もあ

った（BSKU 136281）。産卵期と思しき4月と5月

の調査では（後述）、記載標本以外に数十個体が

容易に観察され、優占種と見なしうる日もあった

（岡村ら2024; 本研究）。前述の環境や時期に絞

った生息地探索の努力を継続すれば、今後も新た

な産地が発見される可能性が高い。 

 

産卵期 

地下水生のミミズハゼ属魚類には、ナガレミ

ミズハゼやユウスイミミズハゼのような春産卵

のタイプと、イドミミズハゼ汽水型のように秋

から冬産卵のタイプがあるとされる（井藤ら

2024）。高知県においても、少なくとも大半が汽

水型と思しき新荘川感潮域のイドミミズハゼは

（岡村ら 2024）、9 月から 11 月つまり秋を産卵

期とすることが知られる（岡村 2002; 穴山・成

岡 2020）。近隣の和歌山県においても、紀ノ川か

ら得られた奥村ら（2021）の汽水型と同じないし

近いというイドミミズハゼが、生殖腺重量指数

の変化と卵巣の肥大状況、仔魚および産着卵の

確認状況から秋産卵と推定された（平嶋 2024）。

ドウクツミミズハゼ近似種については、出現時

期が 2024 年 11 月 6 日に赤野川から得られた 1

例を除いて 4 月から 7 月の短期間に限定された

こと（岡村ら 2024; 冨山陽聖氏 私信）、4 月と

5 月に得られた標本には発達した卵巣が視認で

きたことから、春産卵と推定される［岡村ら

2024; 本研究, Fig. 1C（BSKU 136064）］。井藤ら

（2024）はイドミミズハゼ淡水型について、島根

県高津川から 8 月に産着卵と卵保護中であった

可能性の高い成魚が確認されたことから、汽水

型に類似して夏から秋あるいは冬産卵のタイプ

である可能性が考えられるとした。しかし、本研

究ではイドミミズハゼ淡水型の抱卵個体が、

2024 年の 5 月に 3 標本（BSKU 136264、136276、

136277）、6 月に 1 標本（BSKU 136443）得られ

たことから（Fig. 10B, D, E）、淡水型の産卵期に

は 5 月と 6 月が含まれる。したがって、少なく

とも高知県においては淡水型が春から夏、汽水

型が秋と異なる時期に産卵している可能性もあ

るが、地域差等も考慮したより入念な調査が必

要である。 
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 Fig. 9. Neighbor-joining tree based on COI gene sequences (538bp) of Luciogobius pallidus FW, L. pallidus 

BW, and L. cf. albus from Kochi Prefecture, Japan, and two outgroups. Each node indicates bootstrap values 

based on 1000 replications. Scale bar indicates 0.02 sequence divergence based on Kimura-2-parameter model. 

遺伝的特徴（Fig. 9） 

本標本のうち 28個体について、mtDNAの COI

領域に基づく分子系統解析を行い近隣接合法に

よる系統樹を作成した結果、3 クレード（分岐群）

が確認され、それぞれイドミミズハゼ淡水型、イ

ドミミズハゼ汽水型、ドウクツミミズハゼ近似

種と一致した（Fig. 9）。イドミミズハゼの淡水型

内と汽水型内の p-distance（純塩基置換率）はそ

れぞれ 0.000 と 0.000–0.015 であり、両者間では

0.047–0.054 と明瞭な差異があった。 

また、ドウクツミミズハゼ近似種から得られ

たハプロタイプ（単倍型）は単系統群を構成し、

群内の p-distance は 0.000–0.011 であった。岡村

ら（2024）では高知県産ドウクツミミズハゼ類標

本のうち、四万十川産（BSKU 133654）と 1970

年代に新荘川で採集された個体は、上顎長と体

長の割合が井藤ら（2020a）の示したドウクツミ

ミズハゼの変異幅に、そのほかの個体はユウス

イミミズハゼの変異幅に含まれたとした。しか

し本研究では、岡村ら（2024）と本調査で採集し

た個体はすべて同一のクレード内に無作為に配

置された。したがって、mtDNA の変異からでは、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高知県産のドウクツミミズハゼ近似種に複数種

が含まれる可能性は支持されなかった。ただし、

核 DNA の領域は今回検証できていない。 

 

イドミミズハゼ淡水型 Luciogobius pallidus FW

（Figs. 3–4, 6–7, 9–11, 15A, D; Table 1） 

標本 28個体：佐喜浜川：BSKU 135940、35.9 mm、

室戸市佐喜浜町、2024 年 4月 25 日、山上竜生；

BSKU 136436、35.3 mm、室戸市佐喜浜町、2024

年 6 月 22 日、山上竜生；東ノ川：BSKU 136265、

30.8 mm、室戸市吉良川町甲、2024 年 5 月 23 日、

山上竜生；西ノ川：BSKU 136263–136264、38.6–

40.6 mm、室戸市吉良川町甲、2024 年 5 月 23 日、

山上竜生；BSKU 136276、38.5 mm、室戸市吉良

川町甲、2024 年 5 月 26 日、岡村恭平・橘 皆希・

太田 翔ほか；羽根川：BSKU 136266–136267、

33.8–37.0 mm、室戸市羽根町甲、2024 年 5 月 24

日、山上竜生；安田川：BSKU 136277–136279、

28.2–36.1 mm、安芸郡安田町安田、2024 年 5 月 26

日、岡村恭平・橘 皆希・太田 翔ほか；伊尾木

川：BSKU 136070–136072、30.5–36.4 mm、安芸市

伊尾木、2024 年 5 月 11 日、岡村恭平・太田 翔 
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Fig. 10. Fresh specimens of Luciogobius pallidus FW 

from Kochi Prefecture, Japan. A: BSKU 136266, 37.0 

mm SL; B: BSKU 136264, 38.6 mm SL; C: BSKU 

136848, 45.7 mm SL; D: BSKU 136277, 28.2 mm 

SL; E: BSKU 136443, 36.9 mm SL. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほか；安芸川：BSKU 136066–136068、24.0–33.3 

mm、安芸市川北甲、2024 年 5 月 11 日、岡村恭

平・太田 翔ほか；有井川：BSKU 136445、27.1 

mm、幡多郡黒潮町有井川、2024 年 6 月 20 日、

山上竜生；下ノ加江川：BSKU 137458–137459、

28.0–32.2 mm、土佐清水市下ノ加江、2024 年 10

月 31 日、山上竜生；久百々川：BSKU 136443–

136444、35.4–36.9 mm、土佐清水市久百々、2024

年 6月 21日、山上竜生；貝ノ川川：BSKU 136390、

18.1 mm、土佐清水市貝ノ川、2024 年 6 月 5 日、

山上竜生。 

 

透明二重染色標本 5 個体：赤野川：BSKU 

137787–137788、33.0–41.6 mm、安芸市赤野乙、

2024 年 6 月 26 日、山上竜生・太田 翔；仁淀川：

BSKU 136848–136849、29.7–45.7 mm、高知市春野

町西畑、2024 年 6 月 10 日、山上竜生；下ノ加江

川：BSKU 137460、23.5 mm、土佐清水市下ノ加

江、2024 年 10 月 31 日、山上竜生。 

 

記載 計数形質と体各部の体長および頭長に対

する割合を Table 1 に示す。生鮮時（Figs. 10, 15A, 

D）―体は細長い円筒形で、無鱗。頭部は縦扁し、

眼窩の周辺は深く陥没する。眼窩後方は左右が

やや隆起し、その頂部は平坦。頭部背面の輪郭は

体軸方向にやや細長い角丸四角形で、頭幅が最

大となるのは眼と胸鰭基底の中間のやや後方。

口は亜端位で、下顎が上顎よりやや前方に突出

し、口裂の後端は眼窩後縁を越える。吻はいずれ

も短く、吻端が丸みを帯びる。眼は小さくやや突

出し、頭部の前方から 1/5 付近の背側面に位置

し、厚い膜に覆われ埋没する。鼻孔は 2 対で、

前鼻孔は管状で吻部背縁付近に、後鼻孔は眼窩

直前に位置する。背鰭は 1 基で、第 1 背鰭を欠

く。第 2 背鰭と臀鰭は体の後半部にあり、臀鰭

起部は肛門の直後。第 2 背鰭起部は臀鰭起部と

ほぼ同一垂線上に位置する。第 2 背鰭と臀鰭は

最前の鰭条のみ分節を欠く。胸鰭は鰓蓋直後に

位置し、第 2 背鰭、臀鰭、および尾鰭に比べて

基底長が短く、上下端の微細な棘状突起と遊離

軟条がない。腹鰭と胸鰭の始部はほぼ同一垂線

上にある。第 2 背鰭と臀鰭は体の後方に向かっ

て傾斜した四角形で、それぞれ上縁と下縁は丸

みを帯びる。胸鰭は団扇状。腹鰭は左右が癒合し、

体の前後方向に伸長した吸盤状。尾鰭は円形。尾

柄背腹縁には肉質の隆起線があり、いずれも第 2

背鰭と臀鰭の基底後端のやや後方から徐々に発

達し、第 2 背鰭と臀鰭の基底後端と尾鰭基底の

間の前方 3/4 付近から角度を増して尾鰭の鰭膜

へと連続する。 

 

色彩 生鮮時（Figs. 10, 15A, D）―体と頭部の地

色は杏色の半透明。頭部下方、眼窩後方の左右の

隆起の少なくとも一部、および腹部は白みを帯

び、鰓耙と生殖腺が外部から透けて見える。各鰭

は白色の半透明。ただし、胸鰭基底上方付近、第

2 背鰭と尾鰭の縁辺部以外、および尾柄隆起線は

杏色を帯びる。体と頭部には頭部下方、眼窩後方

の左右の隆起の少なくとも一部、および腹部を

除き、暗色の色素胞が散在し、頭部と躯幹部の背

側では特に濃密となる。 
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Table 1. Counts and mesurements of Luciogobius pallidus and Luciogobius cf. albus from Kochi Prefecture, 

Japan. Each value in parentheses indicates mode or mean and standard deviation. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神経頭蓋（Figs. 4, 6A–D, 7） 

大型個体（BSKU 137787、41.6 mm：Figs. 4, 6A；

BSKU 136848、45.7 mm）では、神経頭蓋は細長

く、著しく縦扁する；前半部は棒状、後半分は長

方形。前鋤骨は前縁の中央が凹む。側篩骨は大部

分が軟骨からなる。前頭骨と副蝶形骨は前方 3

分の2が棒状で背腹が接着し、幅が著しく狭く、

前者の幅が後者よりわずかに広い；前頭骨後方

はほぼ正三角形で、副蝶形骨後方は三角形状に

広がる。蝶耳骨から翼耳骨までほぼ同じ幅で、そ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の長さは神経頭蓋の全長の約 2 分の１。上後頭

骨隆起は未発達で低い。耳石は小さく、やや長い

楕円形。 

小型個体（BSKU 137460、23. 5 mm：Fig. 6D）

では、神経頭蓋は楕円形で前頭骨が短く，篩骨と

の接着部の直後から後方に向かい緩やかに張り

出す。中型個体（BSKU 137788、33.0 mm：Fig. 

6B；BSKU 136849、29.7 mm：Fig. 6C）では、大

型個体（BSKU 137787 と BSKU 136848）に比べ

前頭骨前方の伸長部がやや幅広く短い。 
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Fig. 11. River systems with distribution records of Luciogobius pallidus FW in Kochi Prefecture, 

Japan (based on specimens). 1: None-gawa; 2: Sakihama-gawa; 3: Higashino-kawa; 4: Nishino-

kawa; 5: Hane-gawa; 6: Yasuda-gawa; 7: Ioki-gawa; 8: Aki-gawa; 9: Akano-gawa; 10: Niyodo-gawa; 

11: Izumi-gawa; 12: Arii-gawa; 13: Mina-gawa; 14: Shimanto (Watari)-gawa; 15: Shimonokae-

gawa; 16: Kumomo-gawa; 17: Kainokawa-gawa. 

神経頭蓋の全長（NeL/SL）は体長とともに、

その幅に対して次第に長くなる傾向がある（Fig. 

7A）。神経頭蓋の全長に対する鋤骨先端から蝶

耳骨先端までの距離（VAS/NeL）の割合は、前述

の小型個体では 45.1 %、中型個体では 50.1–

53.0 %、大型個体では 54.2–57.1 %と神経頭蓋の

成長にともない次第に高くなる（Fig. 7B）。蝶耳

骨先端から外後頭骨後端までの距離（SAE/NeL）

および左右の蝶耳骨先端の幅（NWS/NeL）の割

合は、それぞれ 74.8 %から 52.9 %および 42.9 %

から 25.9 %へと神経頭蓋の成長にともない次第

に低くなる（Fig. 7C–D）。 

 

同定 本標本は総脊椎骨数が34–36（最頻値35）

であるなど、奥村ら（2021）が示した特徴とはや

や異なるが、頭部背面の輪郭が体軸方向にやや

細長い角丸四角形で、頭幅が最大となるのは眼

と胸鰭基底の中間のやや後方、眼窩の周辺が深

く陥没し、その後方は左右がやや隆起して頂部

は平坦、体と頭部の地色が比較的淡色、眼窩後方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の左右の隆起に白みを帯びる部分があるという

特徴を有していたため、上述の理由からイドミ

ミズハゼ淡水型とした。 

 

分布 静岡県、徳島県、高知県、および島根県

（奥村ら 2021; 岡村ら 2024; 井藤ら 2024; 本研

究）。高知県内では、野根川、佐喜浜川、東ノ川、

西ノ川、羽根川、安田川、伊尾木川、安芸川、赤

野川、仁淀川、出見川、有井川、下ノ加江川、蜷

川、渡川（四万十川）、久百々川、貝ノ川川の 17

水系から標本に基づいて記録された（岡村ら

2024; 本研究, Fig. 11）。 

 

備考 Regan（1940）による L. pallidus の新種記

載と松原（1955）によるイドミミズハゼの和名提

唱はいずれも Tomiyama（1936）の挿図により、

Tomiyama（1936）が図示した個体はシンタイプ

中の高知県産標本、そしてイドミミズハゼ淡水

型の可能性があるが定かではない（渋川ら 2019; 

奥村ら 2021; 岡村ら 2024）。 
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Fig. 12. Fresh specimens of Luciogobius pallidus BW 

from Kochi Prefecture, Japan. A: BSKU 135967, 29.6 

mm SL; B: BSKU 136391, 38.4 mm SL; C: BSKU 

136392, 26.0 mm SL; D: BSKU 138743, 48.6 mm 

SL; E: BSKU 138744, 55.3 mm SL. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イドミミズハゼ汽水型 Luciogobius pallidus BW

（Figs. 3, 5–7, 9, 12–13, 15B, E; Table 1） 

標本 20 個体：出見川：BSKU 136714、60.7 mm、

須崎市浦ノ内出見、2024 年 6 月 7 日、高橋弘明；

東立目川：BSKU 138744、55.3 mm、須崎市浦ノ

内立目摺木、2025 年 5 月 31 日、岡村恭平・橘 

皆希；入戸川：BSKU 138743、48.6 mm、須崎市

浦ノ内下中山、2025 年 5月 31 日、岡村恭平・橘 

皆希；桜川：BSKU 136360、22.7 mm、須崎市神

田、2024 年 6 月 3 日、山上竜生；蜷川：BSKU 

138685、45.5 mm、幡多郡黒潮町上川口、2025 年

5 月 27 日、岡村恭平・橘 皆希；三崎川：BSKU 

136391, 136393–136394、22.2–39.4 mm、土佐清水

市三崎、2024 年 6 月 5 日、山上竜生；泊浦川：

BSKU 135967–135968, 135970、23.9–29.6 mm、幡

多郡大月町泊浦、2024 年 4月 28 日、岡村恭平・

橘 皆希・太田 翔・奥田蒼史ほか；伊与野川：

BSKU 135971–135973、30.9–35.3 mm、宿毛市小

筑紫町伊与野、2024 年 4月 28 日、岡村恭平・橘 

皆希・太田 翔・奥田蒼史ほか；松田川：BSKU 

137457、32.3 mm、宿毛市中央、2024 年 10 月 31

日、山上竜生。 

 

透明二重染色標本 5 個体：鏡川：BSKU 137282、

44.8 mm、高知市大原町、2024 年 10 月 18 日、山

上竜生・太田 翔；灰方川：BSKU 136948, 137789、

44.9–49.1 mm、須崎市浦ノ内灰方、2024 年 2 月

26 日、山上竜生；三崎川：BSKU 136392、26.8 

mm、土佐清水市三崎、2024 年 6 月 5 日、山上竜

生；泊浦川：BSKU 135969、24.3 mm、幡多郡大

月町泊浦、2024 年 4 月 28日、岡村恭平・橘 皆

希・太田 翔・奥田蒼史ほか。 

 

記載 計数形質と体各部の体長および頭長に対

する割合を Table 1に示す（BSKU 136712–136713

は計数不能）。生鮮時（Figs. 12, 15B, E）―体は

細長い円筒形で、無鱗。頭部はやや縦扁し、眼窩

の周辺は浅く陥没する。眼窩後方は左右が隆起

し、その頂部は膨れる。頭部背面の輪郭は体軸方

向に長い卵形で、頭幅が最大となるのは眼と胸

鰭基底の中間付近。口は亜端位で、下顎が上顎よ

りやや前方に突出し、口裂の後端は眼窩後縁を

越える。吻はいずれも短く、吻端が丸みを帯びる。

眼は小さくわずかに突出し、頭部の前方から 1/5

付近の背側面に位置し、薄い膜に覆われ埋没す

る。鼻孔は 2 対で、前鼻孔は管状で吻部背縁付

近に、後鼻孔は眼窩直前に位置する。背鰭は 1 基

で、第 1 背鰭を欠く。第 2 背鰭と臀鰭は体の後

半部にあり、臀鰭起部は肛門の直後。第 2 背鰭

起部は臀鰭起部とほぼ同一垂線上に位置する。

第 2 背鰭と臀鰭は最前の鰭条のみ分節を欠く。

胸鰭は鰓蓋直後に位置し、第 2 背鰭、臀鰭、お

よび尾鰭に比べて基底長が短く、上下端の微細

な棘状突起と遊離軟条がない。腹鰭と胸鰭の始

部はほぼ同一垂線上にある。第 2 背鰭と臀鰭は

体の後方に向かって傾斜した四角形で、それぞ

れ上縁と下縁は丸みを帯びる。胸鰭は団扇状。腹

鰭は左右が癒合し、体の前後方向に伸長した吸

盤状。尾鰭は円形。尾柄背腹縁には肉質の隆起線

があり、いずれも第 2 背鰭と臀鰭の基底後端の 
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Fig. 13. River systems with distribution records of Luciogobius pallidus BW in Kochi Prefecture, Japan 

(based on specimens). 1: Akano-gawa; 2: Koso-gawa; 3: Kagami-gawa; 4: Niyodo-gawa; 5: Haigata-gawa; 

6: Izumi-gawa; 7: Higashitachime-gawa; 8: Nishitachime-gawa; 9: Surugi-gawa; 10: Okuura-gawa; 11: 

Nakanotani-gawa; 12: Sugetani-gawa; 13: Kamiyashikidani-gawa; 14: Nyuto-gawa; 15: Sakura-gawa; 16: 

Shinjo-gawa; 17: Kure-gawa; 18: Osakadani-gawa; 19: Kaminokae-gawa; 20: Shimanto (Watari)-gawa; 
21: Misaki-gawa; 22: Soro-gawa; 23: Tomariura-gawa; 24: Iyono-gawa; 25: Matsuda-gawa. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やや後方から徐々に発達し、第 2 背鰭と臀鰭の

基底後端と尾鰭基底の間の前方から 3/4 付近か

ら角度を増して尾鰭の鰭膜へと連続する。 

 

神経頭蓋（Figs. 5, 6E, F, 7） 

大型個体（BSKU 137789、49.1 mm：Fig. 5；

BSKU 136948、44.9 mm：Fig. 6E）では、神経頭

蓋は細長く、著しく縦扁する；前半部は前頭骨で

は幅がやや広く、副蝶形骨では棒状部；後半分は

長方形。前鋤骨は前縁の中央が凹む。側篩骨は棒

状の短い硬骨部および軟骨の基部からなる。前

頭骨と副蝶形骨は背腹面で接着し、前頭骨の幅

が副蝶形骨のおよそ 2 倍から 3 倍；前頭骨と副

蝶形骨の後方は、それぞれ三角形状に広がる。蝶

耳骨から翼耳骨までの幅は後方に向かい幅広く、

その長さは神経頭蓋の全長の約 3 分の 2。上後

頭骨隆起は未発達で低い。耳石はやや大きく、ほ

ぼ四角形。 

小型個体（BSKU 135969、24. 3 mm：Fig. 6F；

BSKU 136392、26.8 mm）では、神経頭蓋の前方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は三角形で、前頭骨が篩骨との接着部の直後か

ら次第に幅広くなる。小型個体から大型個体

（BSKU 137789 と BSKU 136948）まで、神経頭

蓋の外形はよく似る。 

神経頭蓋の全長（NeL/SL）に対する鋤骨先端

から蝶耳骨先端までの距離（VAS/NeL）の割合は

36.5–38.2 %であり、成長変異が見られない（Fig. 

7A, B）。蝶耳骨先端から外後頭骨後端までの距

離（SAE/NeL）および左右の蝶耳骨先端の幅

（NWS/NeL）の割合は、それぞれ 78.4 %から

68.2 %および 35.5 %から 25.0 %へと神経頭蓋の

成長にともない次第に低くなる（Fig. 7C, D）。 

 

色彩 生鮮時（Figs. 12, 15B, E）―体と頭部の地

色は橙色の半透明。頭部下方と腹部は白みを帯

び、鰓耙と生殖腺が外部からやや透けて見える。

各鰭は白色の半透明。ただし、胸鰭基底上方付近、

第 2 背鰭と尾鰭の縁辺部以外、および尾柄隆起

線は橙色を帯びる。体と頭部には頭部下方と腹

部を除き、暗色の色素胞が散在し、頭部と躯幹部
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Fig. 14. Fresh specimens of Luciogobius cf. albus 

from Kochi Prefecture, Japan. A: BSKU 136064, 25.1 

mm SL; B: BSKU 136435, 24.4 mm SL; C: BSKU 

136262, 31.8 mm SL. 

の背側では特に濃密となる。 

 

同定 本標本は総脊椎骨数が35–37（最頻値36）

であるなど、奥村ら（2021）が示した特徴とはや

や異なるが、頭部背面の輪郭が体軸方向に長い

卵形で、頭幅が最大となるのは眼と胸鰭基底の

中間付近、眼窩の周辺が浅く陥没し、その後方は

左右が隆起して頂部は膨れる、体と頭部の地色

が比較的濃色、眼窩後方の左右の隆起に白みを

帯びる部分がないという特徴を有していたため、

上述の理由からイドミミズハゼ汽水型とした。 

 

分布 本州、四国、九州の広域から知られる（渋

川ら 2019; 井藤ら 2020b; 奥村ら 2021; 山下ら

2021; 平嶋 2021; 是枝ら 2023; 岡村ら 2024; 井

藤ら 2024）。また、韓国から得られているイド

ミミズハゼは、生時写真の体色や頭部の形態か

ら（Kim 2012）、本型と見受けられる。高知県内

では、赤野川、香宗川、鏡川、仁淀川、灰方川、

出見川、東立目川、西立目川、摺木川、奥浦川、

中ノ谷川、菅谷川、上屋敷谷川、入戸川、桜川、

新荘川、久礼川、大坂谷川、上ノ加江川、蜷川、

渡川（四万十川）、宗呂川、三崎川、泊浦川、伊

与野川、松田川の 26 水系から標本に基づいて記

録された（岡村ら 2024; 本研究, Fig. 13）。 

 

備考 吉田ら（2006）は、長崎県大村湾から得ら

れたイドミミズハゼはネムリミミズハゼ L. 

dormitoris に類似の特徴を示すが、mtDNA の解析

結果は他の長崎県および熊本県産の個体群と同

系統で、高知県新荘川産［岡村（2002）と同一］

とも地方変異程度の違いであったことから、長崎

県および熊本県産の個体群をイドミミズハゼ O

型とした。そして、イドミミズハゼ O 型と岡村

（2002）の新荘川産イドミミズハゼは形態や色彩

の特徴からイドミミズハゼ汽水型の可能性が高

い（岡村ら 2024）。Ito et al.（2025）は、ネムリ

ミミズハゼのタイプ標本と形態的特徴が一致も

しくは酷似する 2 標本（香川県および和歌山県産）

について、うち 1標本のmtDNAを解析した結果、

イドミミズハゼ汽水型の遺伝的変異に完全に内

包されたことなどから、両種は同種の可能性があ

るがさらなる研究が必要と結論付け、2 標本を L. 

cf. dormitoris とした。 

 

ドウクツミミズハゼ近似種 Luciogobius cf. albus

（Figs. 2, 9, 14, 15C, F; Table 1） 

標本 14 個体：野根川：BSKU138620–138622、

25.0–34.4 mm、安芸郡東洋町野根丙、2025 年 5 月

16 日、岡村恭平・橘  皆希；佐喜浜川：

BSKU136435、136437–136438、22.0–25.8 mm、室

戸市佐喜浜町、2024 年 6月 22 日、山上竜生；西

ノ川：BSKU 136262、31.8 mm、室戸市吉良川町

甲、2024 年 5 月 23 日、山上竜生；伊尾木川：

BSKU 136069、22.2 mm、安芸市伊尾木、2024 年

5 月 11 日、岡村恭平・冨山陽聖・太田 翔；安

芸川：BSKU 136065、21.5 mm、安芸市川北甲、

2024 年 5 月 11 日、岡村恭平・冨山陽聖・太田 

翔；赤野川：BSKU 136062–136064、25.1–28.0 mm、

安芸市赤野乙、2024 年 5月 11 日、岡村恭平・冨

山陽聖・太田 翔、BSKU 136280、28.8 mm、安

芸市赤野乙、2024 年 5 月 26 日、岡村恭平・松永 

翼・橘 皆希・太田 翔；三崎川：BSKU 136389、

37.0 mm、土佐清水市三崎、2024 年 6 月 5 日、山

上竜生。 
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Fig. 15. Live individuals of Luciogobius pallidus FW, L. pallidus BW, and L. cf. albus from Kochi Prefecture, 

Japan (A: L. pallidus FW from Akano-gawa river, B: L. pallidus BW from Akano-gawa river, C: L. cf. albus 

from None-gawa river, D: L. pallidus FW from Akano-gawa river, BSKU 136357, E: L. pallidus BW from 

Akano-gawa river, BSKU 136356, F: L. cf. albus from Akano-gawa river, BSKU 136358). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比較標本 8 個体：赤野川：BSKU 133707–133708、

133712、26.3–32.4 mm、安芸市赤野甲、2023 年 5

月 23 日、岡村恭平・山上竜生・冨山陽聖・橘 皆

希；仁淀川：BSKU 132018, 132253、37.2–38.9 mm、

高知市春野町西畑、2022 年 6 月 1 日、高橋弘明・

細木信吾ほか、BSKU 133443, 133450、30.0–31.0 

mm、高知市春野町西畑、2023 年 4 月 24 日、山

上竜生・松永 翼ほか；四万十川：BSKU 133654、

26.5 mm、四万十市不破、2023 年 5 月 21 日、岡

村恭平ほか。 

 

記載 計数形質と体各部の体長および頭長に対

する割合を Table 1 に示す。生鮮時（Figs. 14, 15C, 

F）―体は細長い円筒形で、無鱗。頭部は縦扁し、

大きく、眼窩後方では左右が隆起する。頭部背面

の輪郭は角が丸い長方形。口は亜端位で、下顎が

上顎よりやや前方に突出し、口裂の後端が眼窩

後縁を越える。吻はいずれも短く、吻端が丸みを

帯びる。眼は小さく、頭部の前方から 1/3 付近の

背側面に位置し、皮下に埋没する。鼻孔は 2 対

で、前鼻孔は管状で吻部背縁付近に、後鼻孔は眼

窩直前に位置する。背鰭は 1 基で、第 1 背鰭を

欠く。第 2 背鰭と臀鰭は体の後半部にあり、臀

鰭起部は肛門の直後で、第 2 背鰭起部は臀鰭起

部よりもやや前方に位置する。第 2 背鰭と臀鰭

は最前の鰭条のみ分節を欠く。胸鰭は鰓蓋直後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に位置し、第 2 背鰭、臀鰭、および尾鰭に比べ

て基底長が短く、上下端の微細な棘状突起と遊

離軟条がない。腹鰭と胸鰭の始部はほぼ同一垂

線上にある。第 2 背鰭と臀鰭はそれぞれ体の後

方に向かって傾斜した四角形で、それぞれ上縁

と下縁は丸く膨らむ。胸鰭は団扇状。腹鰭は左右

が癒合し、体の前後方向に伸長した吸盤状。尾鰭

は円形。尾柄背腹縁には肉質の隆起線があり、い

ずれも第 2 背鰭と臀鰭の基底後端のやや後方か

ら徐々に発達し、尾鰭の鰭膜へと連続する。 

 

色彩 生鮮時（Figs. 14, 15C, F）―体と頭部の地

色は桜色の半透明。頭部前方と腹部は白みを帯

びた半透明で、鰓耙と生殖腺が外部から透けて

見える。各鰭と尾柄隆起線は白色の半透明で、第

2 背鰭、臀鰭、尾柄隆起線、および尾鰭の基底部

付近は黄みを帯びる。体と頭部には頭部下方と

腹部を除いて、暗色の色素胞が散在し、その分布

や密度は個体によって変異に富む。 
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